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食料環境政策学科　地域ガバナンス論研究室　小田切 徳美

環境と食料の世紀

21世紀は「環境の世紀」と言われています。それに加えて、

2022年春からのウクライナ戦争により、世界的な「食料不安」

が懸念される事態にもなっています。今後の世界的な人口増

加を重ねると、今世紀は「食料の世紀」でもあります。

このように「食料」と「環境」は現代的なキーワードですが、私

達の食料環境政策学科はまさにこの両者を対象としています。

そして、それを取り扱うスタンスを、次のように表明しています。

「21世紀に私たちが生きていくうえで、最も基礎的で重要

な『食料』と『環境』をめぐる諸問題について、経済学、社会

学、政策学、経営学、会計学、開発学などの社会科学の側面

から総合的に考究しています。私たちの生存基盤を担ってい

る生物 ･生命 ･自然資源の仕組みを解明し、利用することは

人類の持続可能性に欠かせませんが、そこに人間がどうかか

わっていくべきか、を考えることは重要です。つまり「人類の生

存課題を人間の行動の観点から考え、解決方法を探る」の

が本学科の学びのテーマといってもいいでしょう」（大学ホー

ムページより、下線部は筆者）。

そのポイントのひとつは「総合的」と表現されている、研究分

野の多様性です。もうひとつは「解決方法を探る」という研究

の指向性です。つまり、私達の学科は、社会科学の多様な研

究分野や学際的な研究を総動員しつつ、現代の難問である

「食料」やその根源の「農業」、そして「環境」について、「どう

したら良いのか」という問題解決型の研究とそれをベースとす

る教育と社会貢献をおこなっています。

しかし、このような特徴を、言葉で表現してもわかりづらいか

もしれません。実際に見ていただくことが必要でしょう。しかも、

大学に入学したばかりの初学者を意識して、わかりやすくまと

めることが求められています。

基礎的かつ実践的なテキスト

そうした要請に応えるために、学科に所属する全教員がそ

れぞれの担当分野について、まとめたテキストを作成しました。

しかし、実は、学科が総力で作成したテキストは2冊目となりま

す。1冊目は、明治大学農学部食料環境政策学科編『食料

環境政策学を学ぶ』（日本経済評論社、2011年）ですが、今

回は、廣政幸生編著『持続可能性と環境・食・農』（日本経済

評論社）と、少し形式を変えています。編者は環境経済学研

究で著名な廣政教授で、全体の編集と基調論文となる序章

「持続可能性と農業、農村、食」を担当されています。

廣政教授の序章には次のような文章があります。「今日、

農業は環境と親和性を持っているのか、農業が主産業で

ある農村はどう持続していくのか、食はこのままでよいのだろ

うか、これらは私たちの生き方とどうかかわるのか、身近な故

に、疑問は尽きない」。これらの課題がクローズアップされてき

た状況の中で、今までは遠い環境用語であった持続可能性

（sustainability）は、いつのまにか「身近な問題」となってお

り、テキストはそれを軸とした特徴的な構成にしています。

食料環境政策学科に名称変更（2008年）後、最初の卒業

生が2012年に卒業してから

10年が経ちました。今では、

1000名を超える卒業生が、

各分野の持続可能性を求

めて活躍しています。その区

切りとなる年に、このような成

果をまとめられたことを、私達

自身も嬉しく思います。
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小田切 徳美

堆肥などの有機物との併用で植物の　　　
リン吸収量が増加し、根の形成も変化

堆肥などに含まれる水溶性有機物とリンを併用することで、

植物が吸収可能なリン形態（可給態リン）が多く維持されるこ

とを明らかにしました。これは、土壌粒子上でのリンと水溶性

有機物の収着競合によって、リンが収着されにくくなったためと

考えられます。また、同時にリンと水溶性有機物との併用によっ

て多く維持された可給態リンが植物に利用され、リン施肥利

用効率が向上すること、土壌中の可給態リン量が異なること

で植物の根形成も変化することも明らかにしました（写真1）。

今後は、どのようなメカニズムで植物根は土壌中のリン状態を

感知し、リンを吸収しているのか明らかにすることに取り組んで

いきたいと考えています。

作物の正常な生育には養分の施肥が欠かせません。我が

国は、資源に乏しく肥料の3大要素と言われる窒素、リン、カリ

ウムの確保を輸入に頼っています。リン肥料の原料であるリン

鉱石は石油などと同じ埋蔵資源です。また、リン鉱石の産出

国は偏在しており、また埋蔵量にも限りがあります。我が国の

食糧安全保障のためには、限りある養分資源を有効的に利

用することが必要です。リンの有効活用方法はいくつか挙げ

られますが、そのひとつにリンの施肥利用率の向上が挙げら

れます。施肥利用率とは、施肥したリンの何%が作物に利用

されたかの指標です。ケースにもよりますが、リンの施肥利用

率は一般的に10–20%と他の養分（例えば、カリウムは60%程

度）に比べて低いとされています。したがって、リンの施肥利用

率を向上させることができればリン資源の有効活用に貢献で

きます。しかし、リンの施肥利用効率を向上させることは難

しいのが現状です。

施肥されたリンの土壌中での挙動

施肥されたリンは、土壌粒子間の間隙に存在する水（以

下、土壌溶液）に溶解し、作物の根は溶解したリンを吸収しま

す。このように、施肥リンが土壌溶液に溶解、根が効率的に溶

解リンを吸収すればリン施肥利用効率は向上します。しかし、

リンは、土壌に含まれる鉄やアルミニウムなどの構成成分に特

異的に収着、すなわちリンが土壌溶液に溶解しにくい特徴が

あります。このことが、リンの施肥利用効率が低い要因となって

います。したがって、施肥リンをいかに土壌構成成分に収着さ

せず、施肥リンを可溶な状態で維持できるかが、リン施肥利用

効率を向上させるひとつのポイントと考えることができます。

農芸化学科　土壌圏科学研究室　加藤 雅彦
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写真1　土壌の可給態リン量と根形成の違い

ポット内に区切りを設け、ポット左右で土壌の可給態リン量が異なる状態でコマツ
ナの栽培を行いました。ポット左側が可給態リン量が多い土壌、右側が少ない土
壌になります。可給態リン量が多いほど根の発達が少なく、根はリンを効率的に
吸収していると考えられます。 廣政幸生編著

『持続可能性と環境・食・農』
（日本経済評論社、2022年）

加藤 雅彦

可給態
リン量多い

可給態
リン量少ない
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食料環境政策学科　環境経済論研究室　廣政 幸生

第１部「環境編」では、持続可能性を軸に、環境・農業・農

村とそれらを支える消費者や企業に関わる課題を初学者向

けに解説しています。持続可能な社会や環境の形成には、

農業や農村の持続性の確保にくわえて、消費者や企業も一

体となった取組が必要とされます。たとえば、環境に配慮し

て生産された農産物を消費者が継続的に購入することでは

じめて、環境に配慮した生産方法は持続可能になります。以

下、第１部を構成する第１章から第4章を簡単に紹介します。

第１章は、「農業は環境にやさしいか」という問いについ

て、市民の農業観、農業形態の変遷や近代農業の特徴の

整理などを通じて検討しています。そして、外部経済や外部

不経済といった概念や、農業における外部経済としての多

面的機能を紹介し、農業が持つ二面性や環境に配慮した

取組がもたらす新たな課題にふれています。

第2章は、持続可能性と会計の結びつきとして、会計分野

における持続可能性の新たな扱いを述べています。企業経

営の事例やサステナビリティ会計報告の現状などの具体例

を示しつつ、環境・経済・社会の3要素を踏まえた新たな会計フ

レームワークやESG投資を中心に、初学者にとって馴染みの

薄い用語や会計におけるそれらの取り扱いを説明しています。

第3章は、むらの資源＝農村環境とし、農村環境の内容や

その性格を述べています。まず、むらにおける農業生産の変

化とそれに伴う生活の個別化、さらに農業集落の由来や社

会集団としての特徴などを述べた後、むらの空間や資源利

用を簡潔に説明しています。次に、社会的共通資本の概念

を解説し、農村は社会的共通資本であり、コモンズでもある

と指摘します。そして、農業用水などの事例をもとに、農村環

境としてのコモンズの保全例を紹介し、農村環境をコモンズ

としてとらえることの意義を説きます。

第4章では、「人間は本当にエシカル消費を自ら欲し、それ

を楽しめる生き物なのだろうか」と「どうすればエシカル消費

を楽しめるか」の2つの疑問を提示し、楽しんでエシカル消

費をするためのポイントや具体的な方法を共感、互恵性や

経験の3つの観点から行動経済学の知見を踏まえつつ、説

明しています。そして、実験の事例などをもとに、共感、互恵

性の認知や経験がいずれもエシカル消費を楽しんでもらう

方法であることを示しています。

なお、第1章は藤栄剛教授（資源経済論研究室）、第2章

は本所靖博准教授（環境資源会計論研究室）、第3章は市

田知子教授（環境社会学研究室）、第4章は岡通太郎准教

授（共生社会論研究室）が執筆しました。

食料環境政策学科　資源経済論研究室　藤栄 剛

SDGsという言葉が流行である。エスディジーズではなく

Sustainable Development Goalsの略である。よく目にする

のは17のアイコンとキャッチコピーであり、それは17の目標を示

しているが、目標1は「貧困をなくそう」、最後の目標17は「パー

トナーシップで目標を達成しよう」である。全てをいえる人は

希であろう。ましてや、その下位に具体的な169のターゲットが

あることを知っている人はもっと希であろう。SDGsは、2030年

に持続可能な社会になるための「持続可能な開発のための

2030アジェンダ」の目標であるが、見て分かるように甚だ包括

的で総花的である。よって、エスディジーズと唱えるだけではな

く、Sustainable Developmentの意味することを知ることが

肝要である。

Sustainable Developmentは「環境と開発に関する世界

委員会」（通称「ブルントラント委員会」）が1987年に公表し

た報告書Our Common Future（我ら共有の未来）に初め

て、その概念が示された。必ず引用される部分の邦訳は「将

来の世代がそのニーズを満たす可能性を損なうことなく、現

在のニーズを満たすような発展」となっているが、ごく僅かなこ

の訳も訳者によって微妙に異なる。日本語は難しい。この概

念が示されてから、既に35年が経過し、SDGｓで脚光を浴び

ているとはいえ、新しい言葉、概念ではないのである。

持続可能性（発展）の本質は何であろうか？将来世代を思

い、アクションを起こすことであって、その動機は「衡平性（公

平性）」にある。我々は不衡平（不公平）を認識すると是正し

ようとするだろう。それは我々が持つ正義感から来ている。正

義を基とする人間らしい考えと行動こそが持続可能性の本

質である。世代間倫理、世代間衡平性ともいわれる。つまり、

我々は将来世代に責任があると認識し行動することである。

よって、単に、持続可能な大学とか持続可能な会社という使

い方は間違いだと分かる。

持続可能な発展は、経済の持続可能性、社会の持続可

能性、環境の持続可能性のそれぞれの関連トライアングル

で統合される。つまり、経済面、社会面、環境面からの検証に

よって捉えることができる。農業、農村が持続可能であるかど

うかも同様の考察によって明らかになる。持続可能な農村の

例として山形県長井市のレインボープラン（台所と農業をつな

ぐながい計画）がある。1972年に当学科を卒業した菅野芳秀

氏が中心となり、市民参加型で作られた生ゴミ堆肥化の循環

型システムである。詳しくは、著書（菅野芳秀（2021）『七転八

倒百姓記―地域を創るタスキ渡し―』現代書館）を見られた

い。持続可能な農村の形成がどのようなものかがよく分かる。

将来世代を考えることは、自分の生き方、well-beingを考える

ことなのである。
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廣政 幸生 藤栄 剛
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廣政幸生編著『持続可能性と環境・食・農』（日本経済評

論社）の第3部「農業・農村編」の紹介をします。第3部は4つ

の章と1つの補章から成り立っています。食料を生み出す農

業、そして農業が主に展開する場であり、環境との調和が求

められる農村を対象にして、その現状と課題を示すとともに、

両者の持続可能性について考察を加えています。

まず第9章は、暁　剛専任講師（国際農業経済論研究室）

による「世界農業の起源と多様性」です。本章では主に、①

農耕と牧畜の起源、②地理学の概念に基づいた世界農業

の多様性、③「企業的農業」に代表される近代農業の特徴、

の3点について解説し、農業をめぐる歴史性、多様性に注目

することの必要性を述べた後、農業の持続可能性を大きなス

ケールで考察することの重要性を示しています。

第10章は、橋口（農業政策論研究室）による「農業政策

の展開と日本農業の持続可能性」です。1957年という65

年前にまとめられた農林省編『農林白書－農林水産業の

現状と問題点』に示された日本農業の「5つの赤信号」とい

う警鐘句を手がかりに、戦後日本の農業政策の展開を振り

返りつつ、その後、「5つの赤信号」がどのようになってきたか

を示し、日本農業の持続可能性とその条件について考察し

ています。

第11章は、竹本田持教授（農業マネジメント論研究室）によ

る「農業における家族経営の重要性」です。現代の農業は、

化学化、機械化、施設化などが進み、経営学の概念が適用さ

れる大規模経営体も増える一方、依然として農業の多くは家

族を単位として行われ、家族経営が今後も存続する見通しと、

そのことが私たちの暮らしをも持続的にするということが述べ

られています。

第11章の後には、補章として、古田恒平助教による「農業

への企業参入」が配置されています。近年、農業に新たに参

入する企業が相次いでいることと、そのような事態に対する相

反する2つの見解を紹介しつつ、その背景として参入企業と

家族農業が対立する図式があり、一方で、現場の実践に学

ぶことを通じて、むしろ企業と家族農業が補完し合って併存す

る可能性を示しています。

その後の第12章は、片野洋平准教授（食料農業社会学

研究室）による「地方に放置された資産の対策とそのゆくえ」

です。近年、大きな社会問題になっている、山林や農地、宅

地、住宅などの地方の放置資産の問題をとりあげ、それらが

周囲に対しても様 な々負の影響を与えることに警鐘を鳴らし、

自然や社会の持続可能性を左右する大きな問題であることを

解説しています。

第3部そして著書全体の最後となる第13章は、小田切徳

美教授（地域ガバナンス論研究室）による「農村の内発的発

展」です。「内発的発展」とは、大企業など外部の力に頼る外

来型開発に対する言葉ですが、今では世界中の農村地域の

未来に向けた基本的戦略となっていることを示し、具体的な日

本の実践例や最新の農村をめぐる動向も紹介しながら、その

ことが農村の持続性を担保する有力な手段であることを述べ

ています。
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食料環境政策学科　農業政策論研究室　橋口 卓也

第7章は、作山巧教授（食料貿易論研究室）による「食

料貿易と持続可能性－フェアな貿易とは何か－」です。本章

は、食料を題材として貿易の光と影を理解することを目的とし

ています。具体的には、比較生産費説に基づく自由貿易の

利点と弊害を検討し、貿易の弊害への対応策について説明

した上で、森林破壊による農地で生産された農産物の輸入

を禁止するEU（欧州連合）の新規則案を例に、フェアな貿

易をめぐる国際的な対立を紹介し、輸入品の素性に関心が

薄いとされる日本人への問題提起で締めくくっています。

第8章は、中嶋晋作准教授（食ビジネス論研究室）による

「食ビジネスと持続可能性」です。本章では、食ビジネスの

経済学に関する基礎概念を説明し、その基礎概念を用いた

機能性表示農産物（写真）の分析例を解説しています。機

能性表示農産物はいわゆる健康食品ですが、現在、「賢い

消費者」の関心は、健康的な食事を超えて持続可能な食事

にまで及んでいることから、最後に「健康的で持続可能な食

生活」を実践するための手法として、バックキャスティングを

紹介しています。

ここでは、第2部「食料編」を構成する4つの章の概要を

紹介します。

第5章は、池上彰英教授（国際開発論研究室）による「飢

餓の撲滅は可能か－人類と食料－」です。本章では、①世

界の飢餓の現状を示す、②世界で十分すぎるほどたくさん

の穀物が生産されているのに、飢餓人口が存在する理由を

明らかにする、③第2次世界大戦後の食料増産を可能にし

た要因と、そうした食料増産がもたらした負の側面を明らか

にする、④以上を踏まえて人類が飢餓を撲滅するための方

法について考える、という4つの課題に応えています。

第6章は、大江徹男教授（フードシステム論研究室）による

「牛乳のフードシステムと有機牛乳」です。本章では、生乳

とそこから製造される牛乳・乳製品の定義、需給関係などの

基本的な事項について整理した上で、SDGsという視点を踏

まえて、主体間の関係性をベースにした有機牛乳への取り

組みについて紹介しています。

食料環境政策学科　食料貿易論研究室　作山 巧

特集

4

（写真）機能性表示食品のトマト
出所：http : //www.salad-bowl.jp/products/554/

作山 巧 橋口  卓也

特 集：『持続可能性と環境・食・農』―食料環境政策学科の新たな挑戦―

『持続可能性と環境・食・農』

第 2 部 「食料編」の紹介
『持続可能性と環境・食・農』

第3部 「農業・農村編」の紹介

6 7



3～4年次では、１4の研究室（ゼミ）に分かれて専門的な

研究を行います。それぞれのゼミ担当教員の部屋には「ゼ

ミ室」が併設されており、ゼミ生は教員とともに具体的かつ

実践的な研究活動を準備・実施することができます。以下で

はその中の一つのゼミ（共生社会論ゼミ）の事例を紹介しま

す。SDGsの達成に向けたエシカル農産物の販売実験や海

外現地実習を行っています。少し詳しく説明します。

オキシトシンと呼ばれる脳内ホルモンがあります。女性が出

産や授乳をする際に分泌されることで有名かもしれません。

しかし、この産婦人科に関連するホルモンが、近年、経済

学、特に「持続可能な開発目標（SDGs）」の実現に向けた

行動経済学において注目され始めています。

オキシトシンは出産や授乳時だけでなく、実は他者への

「信頼」や「共感」を感じているときにも分泌されていること

がわかっています。そして「信頼」や「共感」を感じている人は

「利他的」な行動、つまり目先の自分の利益ではなく相手を

助けるような行動をとることも知られています。

こうした人間の感情をうまく理解し活用することで、持続的

な社会や本人の将来のために望ましいエシカル市場を構築

することができるかもしれません。

そこで共生社会論ゼミではオーガニックコットンの販売実

験を通じてオキシトシンの分泌とエシカル商品の販売促進の

関係について研究を進めています。学園祭においてインド産

のオーガニックコットン製のタオルを、教室Ａではインドで苦し

む農家の家族と目が合うようなビデオで説明し、教室Ｂでは

インドの農家の苦しみを数値や文字データで詳しく説明して

販売しました。そしてお客様のオキシトシン分泌量を計測しま

した。その結果、分泌量の多いお客様の購買率が一定程

度高くなることがわかりました。研究室ではどのような広告が

オキシトシンを分泌させるのに有効か、その研究を続けてい

ます。

ゼミではこうした実験だけでなく、実際にインドに赴き、肌で

現実を理解することも大切にしています。また、行動だけでな

く、その背景にある考え方についても話し合います。例えば、

なぜ人は「利他的」な行動をとるのか、といった疑問につい

ても考えます。近年の進化生物学では人が「利他的」な行

動をするのは進化上有利だったからと説明しています。つ

めり「利他的」な行動をした方が、そうしないよりも生存確率

（適応度）が高いということです。まさに目先の利益を優先

するよりも、一旦他者や環境のことを考えて行動したほうが

巡り巡って利益が数倍になって自分に返ってくる、という仕組

みです。人間のそうした行為を可能にするオキシトシンは、今

まさに持続可能な発展を目指す世界経済に欠かせないホ

ルモンなのかもしれません。

バイオの散歩道

食料環境政策学科では、入学から卒業までのカリキュラム

で一貫して少人数教育に重点を置いています。その代表的

な科目が少人数授業で、通常の3・4年次のゼミに加え、１・2年

次にもゼミによる授業を実施しています。

基礎ゼミ（１年生）

まず1年次の春学期に、「基礎ゼミ」（写真）を実施していま

す。基礎ゼミでは、高校とは異なる大学の授業に順応するた

めの準備をします。具体的には、新聞記事や教科書を読んで

基礎的な知識を習得するとともに、テーマを設定して議論を行

います。知識の習得だけでなく、コミュニケーション力を身に付

けることも大学では必要になりますので、議論に参加する場を

設けています。

同時に、図書館を活用した新聞記事や論文、資料の検索

方法について学びます。データベースを活用して4年次に卒論

を執筆することになりますが、1年次ではそのための実践的な

学習を受けることになります。ここでは、パソコンを使って実際

に操作を学ぶという実習形式で行っています。

プロジェクトゼミ（2年生）

2年次秋学期の「プロジェクトゼミ」では、3・4年次の本格的

なゼミ活動の準備をします。教科書を輪読して、専門的な知

識を学ぶために不可欠な基礎知識を習得します。3年次に各

研究室で専門的に勉強する上で必要な知識の習得が目的と

なります。

また、輪読の内容をベースにしながら、各自が自身でテーマ

を設定して、様々なデータを分析したり、自身で調査を実施し

たりするという調べ学習を行います。その結果についてプレゼ

ンテーション等で報告します。大学の教育では、「自分の頭で

考え、主体的に行動すること」が最も重要な要素になりますの

で、このような活動は、3・4年次のより高度な学習をする際に役

に立つと考えます。以上のように、ゼミ学習には、学生の積極

的かつ主体的な参加が強く望まれます。

食料環境政策学科　共生社会論研究室　岡 通太郎食料環境政策学科　フードシステム論研究室　大江 徹男 岡 通太郎

特 集：『持続可能性と環境・食・農』―食料環境政策学科の新たな挑戦―

特集

7
特集

6

大江 徹男

少人数教育の重視（１・2年次） 現場（フィールド）で考える
ゼミナール活動（3・4年次）

少人数基礎ゼミ
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当学科のカリキュラムは「問題解決を志向する場」を強く

意識し、特に演習科目（ゼミ）と実習科目の体験型教育を中心

に、学年ごとに学生の問題発見力・問題解決力が身につくよう

に授業科目を構成しているのが特徴です（図1）。

これら実習科目のなかでも、当学科の学生の学びの転換点

になるのが「ファームステイ実習」です。この実習は、農村にお

いて農家に宿泊して農作業に従事し、農家生活の実態に触

れ、総合的に現実の農業や農村生活の姿を体得することを

目的として行います。この実習には、学生たちが一週間（6泊7

日）農家の人 と々起居寝食を共にすることによって、農家の経

営・家計・生活を総合的に把握し、加えて農村社会の実情に

触れ、食料や農業・農村、環境や地域資源の問題を考え、そ

れによって経験を豊かにし、今後の学科での学びに役立てて

ほしいという学科の想いが込められています。

この科目は、当初「農場実習Ⅱ」という科目名で、1967年度

の『農学部便覧』の科目配当表に初めて登場していることが

確認できます。その後、2000年度のカリキュラム改正で「ファー

ムステイ研修」に名称が変更され、2017年度のカリキュラム改

正で現在に至ります。この間、学生を受け入れてくださる農家

の皆様と受入窓口になっている市町村や農協等の皆様のご

厚意によって、実習の目的を変えることなく、50年以上にわた

り、当学科の想いと歴史を紡いできました。

2020年度と2021年度はコロナ禍で実施することができず、

オンライン授業で代替しましたが、2022年度は表1の11カ所の

実習地で3年ぶりに実習を再開できました。改めて現場で接点

を持った学生たちの学ぶ姿勢や意識が変わることを目の当た

りにし、この実習の重要性を再確認できました。学生たちは多

様な品目と農村の現場で学ぶことができ、学生の人生にとって

も貴重な機会となっています。

3年ぶりの実施で重要性を
再確認したファームステイ実習

特集

8

食料環境政策学科　環境資源会計論研究室　本所 靖博 本所 靖博

特 集：『持続可能性と環境・食・農』―食料環境政策学科の新たな挑戦― バイオの散歩道

図1：当学科の演習・実習科目

表１：ファームステイ実習（農場実習Ⅱ・ファームステイ研修）の実習地

写真1：実習先で農家さんの指導を受ける学生の様子 2022年度

福島県喜多方市、群馬県嬬恋村、栃木
県大田原市･那須塩原市･那須町、千
葉県銚子市、山梨県笛吹市、新潟県小
千谷市、長野県飯綱町、長野県佐久
市、岐阜県中津川市、愛知県田原市、
山口県柳井市

過年度

北海道南幌町、山形県天童市、福島県
喜多方市・北塩原村、福島県金山町、
群馬県中之条町、新潟県新潟市、新
潟県佐渡市（旧羽茂町）、新潟県長岡
市（旧中之島町）、長野県長野市（旧篠
ノ井町）、長野県中野市、長野県白馬
村・大町市・松川村・池田町、長野県佐
久市・小諸市・立科町、静岡県東伊豆
町、静岡県牧之原市（旧榛原町）、徳島
県佐那河内村

　「幅広い分野の座学と、農業現場での実習を通
して、食料・環境問題を広く深く学べる環境」と
「国内外のさまざまな研修・留学に挑戦できる懐
の深さ」が、私にとっての学科の魅力です。
　在学中に得た多種多様な学び・挑戦の機会を
通して、身近な食料・環境問題に4年間向き合え
たからこそ、得た知識・経験・苦労は、食品流通
に関わる現業務と私生活にいかされています。
　みなさんも、ぜひこの魅力的な環境で学び、挑
戦してみませんか？

DATAでわかる食料環境政策学科

 ■ 在籍状況（ 2022年4月1日現在 ）

男子 女子 合計

1年 90（55％）名 74（45％）名 164名

2年 89（58％）名 64（42％）名 153名

3年 86（60％）名 57（40％）名 143名

4年 100（60％）名 67（40％）名 167名

合計 365（58％）名 262（42％）名 627名

 ■ 研究室状況（2022年4月1日現在 ）

研究室数 平均所属学生数 研究室所属率

14 17人 81.3%

 ■ 2021年度進路状況

懐の深い魅力的な学び舎

卒業生からのメッセージ

食料環境政策学科  Department of Agri-food and Environmental Policy
学  科
紹 介

2017年
食料環境政策学科卒業

阿部 慶子
三菱食品株式会社
ロジスティクス本部 
ＳＤＣ運営管理グループ 
センター管理Ｂユニット　

4年間の学びの集大成に挑む

　4年間の学びの集大成となるのが卒業論文の作成です。当学科では3・4年
を通して「リサーチゼミ・卒論ゼミ」に在籍し、教員の指導を受けながら各自が
興味をもったテーマを究めていきます。卒論のテーマはさまざまですが、食料、
環境、農業、地域、開発、経済といったキーワードに関するものが多くを占めま
す。論文作成の過程で悪戦苦闘している姿を見かけますが、自ら得た知識や考
え方を文章にまとめる作業は、「何かを伝える、表現するため」のトレーニングに
もなります。現地に出向いて行ったヒアリングを基にしたり、色々な場所で集
めたアンケートを基に物事を論じるなど、「足で稼いだ」卒業論文が多いのも、
食料環境政策学科の特色といえます。（橋口 卓也 教授）

TOPICS 卒業論文作成

 ■ 2021年度就職実績

 ■ 主な就職先（大学院生を含む）

・NECソリューションイノベータ（株）・国分グループ本社（株） ・日本ハム（株）
・アズビル（株） ・国家公務員　総合職 ・マルハニチロ（株）
・国家公務員　一般職 ・全国農業（協組連）神奈川県本部 ・三井食品（株）
・凸版印刷（株） ・全国農業（協組連）本所 ・（株）三菱UFJ銀行
・（株）日本政策金融公庫 ・大和証券（株） ・山崎製パン（株）
・三菱食品（株） ・東京特別区 ・よつ葉乳業（株）
・（株）紀文食品 ・日清シスコ（株）

就職者数
111（ 91.0%）名

その他 6（4.9%）名
進学者数 5（4.1%）名

■ 卸売業・小売業

■ 製造業

■ 情報通信業　17.1%

■ 漁業　0.9%
■ 鉱業・採石業・砂利採集業　0.9%

■ 建設業　0.9%
■ 宿泊業・飲食サービス業　0.9%
■ 生活関連サービス業，

娯楽業　0.9%

■ 教育・学習支援業　1.8%

■ 不動産業・物品賃貸業　1.8%
■ 農業・林業　1.8%

■ サービス業（他に
　 分類されないもの）
　 2.7%

■ 運輸業・郵便業　2.7%
■ 複合サービス事業　3.6%

■ 学術研究・専門・
　 技術サービス業

　 6.3%

■ 公務　8.1%
■ 金融業・保険業　8.1%

　23.4%

　18.0%
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食料環境政策学科  Department of Agri-food and Environmental Policy

当研究室では、環境に配慮した農業
政策を学び、環境問題にかかわる地
域住民や自治体などの関係を「社会
学的に」読み解いていきます。

世界には貧しい国と豊かな国があり、
飢餓と飽食が併存しています。途上国
に関する多様な知識と視点を身につ
けることが、本研究室の目標です。

市田 知子教授／博士（農学）池上 彰英教授／博士（農学）

環境社会学研究室国際開発論研究室

食・農・環境領域には解決すべき課題
が数多く残されています。学問的にお
もしろく、かつ、実社会にも役立つよ
うな研究を一緒にしてみませんか。

片野 洋平准教授／博士（法学）

食料農業社会学研究室
食・農・環境領域の社会現象を
観察し、分析し、考察し、提案する

農業と環境、環境問題の構図を
「社会学的に」読み解く

開発途上国の飢餓と
貧困について考える

経済と自然の両立はなぜ難しいのか。
豊かさとは一体何か。世界のさまざま
な生活の中から我々が進むべき未来
について考えます。

岡 通太郎准教授／博士（地域研究）

共生社会論研究室
世界の「ムラ」の知恵から
競争と共生を考える

環境と経済の関係を社会にわかりや
すく伝えるのが会計。その手法を使っ
てフィールドに飛び出し、社会的課題
を解決してみませんか。

本所 靖博准教授／修士（商学）

環境資源会計論研究室
共有価値を創造して
社会的課題を解決してみませんか

ローカルには農産物直売所、グローバ
ルには多国籍アグリビジネスまで、農
や食にかかわるビジネスについて、経
済学的に考えます。

中嶋 晋作准教授／博士（農学）

食ビジネス論研究室
食ビジネスを
経済学的に考える

食料、農業、農村に関していかなる問
題が生じ、それに対し国家がいかに
対応したのかを分析することで、 経済
と農業との関係を考察します。

古田 恒平助教／博士（農学）

農業構造論
経済と農業との関係を
国家の働きから考える

日本、中国、モンゴル国の農耕と牧畜
の関係について比較検討を行い、環
境と経済が両立しうる持続可能な農
牧業の姿を模索します。

暁 剛専任講師／博士（農学）

国際農業経済論研究室
持続可能な農牧業について
考える

環境問題など多様な社会問題の解決の
ためには何が必要とされているのでし
ょうか。農村を取りまく農業・資源・環
境問題を経済学の視点から考えます。

藤栄 剛教授／博士（農学）

資源経済論研究室
経済学を通して農村を取りまく
多様な社会問題を考える

主に戦後の日本の農業政策の動向を
学びつつ、時々の政策が農業の現実
に対して、いかなる立場をとってきた
のか、その背景は何かを考察します。

橋口 卓也教授／博士（農学）

農業政策論研究室
日本農業の現実と
農業政策の立場を考える

環境問題は身近なことから地球規模
まで幅広い。ヒトの経済行動を視点と
して、問題を解明し解決策を考察でき
る理解力と洞察力を養います。

廣政 幸生教授／農学博士

環境経済論研究室
食料・農業から
環境問題を考える

農家のみなさんとの直接交流を大切
にしながら、農業経営の多角化や農
業・農村関連ビジネスをキーワードに
農村地域活性化を考察しています。

竹本 田持教授／博士（農学）

農業マネジメント論研究室
ひとりひとりが農業、
農村の応援隊員になろう！

農水省でのTPP交渉、ロンドンでの大
学院留学、パリでの外交官、ローマで
の国連職員といった国際経験をいか
して、世界で通用する人材を育てます。

作山 巧教授／博士（国際経済学）

食料貿易論研究室
グローバルに活躍できる
人材を育てる

いま、農村でも都市でも地域再生の
新たな挑戦が始まっています。この動
きをさらに持続的なものとするために
何をすべきかを考えます。

小田切 徳美教授／博士（農学）

地域ガバナンス論研究室
地域の新しい挑戦をより
持続的なものとするために

当研究室では、グローバル下における
農産物・食品の価格形成や流通の実
態について考察し、地域間格差や私
たちの生活について考えます。

大江 徹男教授／博士（経済学）

フードシステム論研究室
グローバル下における「農」と
「食」について考える

報道と現場には常に多少のズレが生
まれます。自分の実感と判断力で、報
道をどうとらえ直すか。その姿勢を養
える講座になればと思っています。

榊田 みどり客員教授／農業ジャーナリスト

食農メディア論
報道が伝える農業と
現場のギャップを知る

食料環境政策
学科の
ホームページは
こちら！

https://agri-policy.jp/
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バイオの散歩道

［発行日］ ２０23年１月　[編集 ] 明治大学農学部「バイオの散歩道」編集委員会（市田知子・丸橋亘・中林和重・長竹貴広・暁剛・樋渡さゆり）
〒214-8571 神奈川県川崎市多摩区東三田１-１-１　TEL.044-934-7572　FAX.044-934-7902

第22号

編集後記
バイオの散歩道では最新の研究成果のほか、不定期で各学科の特集を掲載しています。今号は唯一の文系学科である食料環境政策学科を取

り上げました。学科教員が1章ずつ分担して執筆したテキストである『持続可能性と環境・食・農』の内容紹介に加え、少人数ゼミナール、ファーム
ステイ、フィールドワーク実習を紹介しています。「文理融合」を旨とする農学部の雰囲気を味わっていただければ幸いです。

（バイオの散歩道編集委員長　市田知子）

ナツメ（棗）は南ヨー

ロッパ原産あるいは中

国原産と言われている

落葉小高木で、奈良時

代にはすでに栽培され

ていたと言われていま

す。庭木や街路樹とし

て植栽されることがあ

りますが、棘があるた

めか最近ではあまり見

かけることがありませ

ん。学内には数十年前

に植栽されたと思われ

るものが1本だけあります。夏には長さ3～4cm、太さ1.5

～2cmの長楕円形の果実をつけます。茶道具の抹茶を入

れる容器である「棗」はこのナツメの果実と形が似ているこ

とから名付けられたと言われています。ナツメの果実は食

用であり、強壮、老化防止などの作用があるとされることか

ら、常食している人達もいるようです。ナツメの果実はフ

ルーツとしても認識されていますが、残念ながら他のフ

ルーツと比べて特段美味しいわけではなく、フレッシュなも

のが販売されることはほとんどありません。乾燥した果実

はドライフルーツや生薬として入手することができます。

フレッシュな果実は薄い緑色から、赤みがかった茶色に

熟していきます。写真にあるような完熟間近の果実は生食

することができます。弱い甘みと薄い酸味がある柔らかい

リンゴのような味・食感です。特徴的な強い香りはありませ

ん。樹上で完熟したものは糖度が上がっているようで、蟻が

よくたかっています。果皮の内側はべちゃべちゃで、すぐに

落下してしまいます。

果実は完熟する前に収穫します。そのままコンポートに

することもあるようですが、フレッシュな状態の味からする

と美味しいものができるとは思えません。若い果実は天日

乾燥します。4～5日ほど天日乾燥すると追熟が進み赤み

がかった茶色に変化し、しわしわになります。このまま、乾燥

を進めることもあるようですが、通常はここで、一度蒸しま

す。蒸したものはさらに天日乾燥します。ドライフルーツに

加工されたものはほんのり甘酸っぱい味がします。そのま

ま食べたり、果実酒にしたりします。料理に使うことはほと

んどありませんが、韓国料理の参鶏湯（サムゲタン）の具と

して加えられていることがあり、口にしたことのある人もい

るでしょう。

ちなみに、デーツとも呼ばれるナツメヤシの果実はナツ

メとは別のフルーツで、最近販売されているのを目にしま

す。独特な風味、強い甘みがあり、個人的にはこちらの方が

好みです。　　　　　　　　　　　　　　 　　（荒谷 博）

キャ
ンパ
スを

食べ
るキャ

ンパ
スを

食べ
る

第22回
ナツメ（棗）

『詩への道しるべ』（ちくまプリマー

新書、2006年）を開いてみてはい

かがでしょうか。プリマーだからと

いってあなどれません。肝心なもの

を詩行の間から丁寧につかみ取る

読みの作法には得心させられま

す。人はその一生涯、自分の皮膚の

内側に閉じ込められていて、自分が

見る風景が世界の唯一の風景だと

信じ込んでいると著者は言います。詩を読むことで他者の

内面世界、外界にむけられた多様な視点に触れることにな

ります。他者の情動、心象風景に自分を委ね、自分という狭

い檻から自由になれるのも詩の醍醐味のひとつでしょう。｠

（総合科目　狩野 晃一）

みなさんは普段、詩をお読みになりますか。あまり、い

や、まったく読まない方がほとんどかも知れません。なぜで

しょうか。たしかに詩はとっつきにくいところがあります。小

説やエッセーなどと違って、抽象的で、つまびらかに説明し

てくれるわけでも、論理にそって理解を促してくれるわけで

もありません。それに日々の生活に忙しくて、詩なんて得体

の知れないものに割く時間はないのかもしれません。た

だ、何やら詩は深遠で、人間の叡智、喜怒哀楽が秘められて

いそうだということは頭のどこかでわかっています。それで

も詩の世界への一歩がふみだせない。そんな時、柴田翔

私の一冊


